
2019年度（令和元年度） 福祉教育のまとめ 

 

１．沼間小のねらい 

人とふれあうことを通して，自他を大切にし「思いやりのある子」を育てる。 

２．取り組み方法 

１．２年は生活科の学習の中で，３～６年は総合的な学習の時間を中心に行う。 

３．学年のねらい      

低）地域とのふれあいを通して，思いやりのある子を育てる。 

中）いろいろな立場の人がいることを知り，福祉を身近に感じる心を育てる。 

高）地域とのふれ合いを通して福祉に対する理解を深め，自分たちにできることを考えようとす

る心を育てる。 

４．今年度の主な取り組み 

学

年 
月 テーマ 内容 協力者 気づいたこと 

１ 

４～９ 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

１ 

・秋をさがそ

う 

 

・交通安全教

室 

 

 

 

・秋まつりをし

よう 

 

・ようこそ集

会 

 

・２年生と公園で遊んだ

り、木の実集めをした

りした。 

・逗子高校の生徒の紙

芝居を聞いた。 

・警察の方からのお話 

・京急バスの方からのお

話 

・年長園児を招待して、

秋のお店やゲームなど

でふれあった。 

・年長園児に学校のこと

を紹介したり、一緒にゲ

ームをしたりして、楽し

くふれあった。 

 

 

 

逗子高校 

警察 

京急バス 

 

 

地域の幼稚

園・保育園 

 

 

 

 

・２年生と仲良くでき

た。 

 

・交通安全の基本を学

ぶことができた。 

 

 

 

・年長園児と楽しく交流

ができた。 

 

・思いやりの心で接する

ことができた。 

２ 

 

６ 

 

9 ～

11 

・町たんけん 

 

・秋をさがそ

う 

・秋まつりをし

よう 

 

 

・方面別や一斉で、地域

の様子を調べた。 

・１年生と公園で秋さが

しをした。 

・年長園児を招待して、

秋のお店やゲームなど

でふれあう。 

  ・地域の様子を知ること

ができた。 

・１年生と楽しく交流が

できた。年下の子に優

しく教えることができ

た。 

 



 

 

 

 

４ 

 

 

 

4～7 

 

 

 

 

９～2 

 

 

 

○防災につ

いて考えよ

う 

 

 

 

○福祉につ

いて考え

よう 

 

 

 

・防災・安全などにつ

いて調べる。 

・学校防災設備 

 

 

・目の不自由な方から

の講話 

・ブラインドサッカー体

験 

・二分の一成人式（沼

リンピック、１０年後の

社会に向けて） 

 

 

 

・逗子消防署 

・クリーンセン

ター 

・逗子市防災

課 

 

・社会福祉協

議会 

・飯村さん 

・荒木さん 

・澤崎さん 

・ブラインドサ

ッカーチーム

の方（横浜ブ

エンカンビオ） 

 

 

 

・調べ学習を通して、

防災について考える

ことができた。 

 

 

・みんな楽しく。人も

自分もしあわせにな

ろう。に向かって学習

を進めた。 

・ブラインドサッカー

体験を通して目の不

自由な方の気持ちや

種目の楽しさを学ぶ

ことができた。 

・人とよりよく関わり

あうことについて考

えを深めることがで

きた。 

 12 ・町たんけん ・6 月に実施した探検で

見つけたお気に入りの

場所にインタビューをし

に行った。 

沼間地区の

商店、JR 

・その場所（お店や駅）

について詳しく知るこ

とができた 

３ ５～ 

11 

地域調べ・お

店調べ 

 

 

 

 

・地域の公共施設やお

店について、調べ学習

をする。 

 

 

 

コミュニテ

ィセンター 

福祉会館 

沼間地区の 

商店 

スーパーマ

ーケット 

・地域の方たちがいつ

も見守ってくれている

ことに気づき、ふれあ

うことができた。 

テーマ：～○ふだんの・○くらしの・○しあわせ～ 



５ 

６～ 

11 

 

 

 

２ 

・お米作り

体験 

 

 

 

・ボッチャ

体験 

・地域の方から、アド

バイスをもらいなが

ら、田んぼ作り、米作

り、稲刈りを行った。 

 

・市の体育協会の方か

らボッチャのルールを

教えてもらいながら、

ボッチャを行った。 

沼間３丁目の

会 

 

 

 

 

逗子市体育協

会 

・地域の方の知恵を

学ぶなかで、ふれあ

うことができた。 

 

 

・ボッチャを通してイ

ンクルーシブについ

て学ぶことができ

た。 

６ 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

・伝統的な

音色を味わ

う 

 

 

・被爆体験

を聞く 

・逗子三曲会の方の演

奏を聞いた。 

 

 

 

・被爆体験の話を直接

聞く。 

 

・逗子三曲会 

 

 

 

 

・つばきの会 

・琴、三味線、尺八に

ふれ、体験しながら

伝統的な音色を味わ

うことができた。 

 

・被爆体験を直接聞

くことができて、貴重

な体験になった。 

＊ １～６年…通年で、保護者ボランティアによる「読み聞かせ」を行っている。 

＊ 児童会活動…縦割りグループ活動・全校集会（ウォークラリー）・緑の羽根募金、ユニセフ募金 

 

５．成果と課題 

（1・２年）地域の幼稚園児・保育園児や保護者とふれあう活動を中心に取り組みを行った。「秋まつり」

の活動を通して、地域の年長児と楽しく交流することができ、年下の子に優しい気持ちで接す

ることができた。  

（２年）地域の探検をして、お気に入りの場所を見つけることができた。その場所に再度訪れ、インタビ

ューをすることで、良さや素敵なところをより見つけることができ、発表・交流を通して地域に

ついて詳しくなることができた。3年生の学習に接続させていきたい。 

（3 年）地域しらべを通して、地域の人々が暮らしやすくなるようなお仕事をしている人たちがいるこ

とに気づくことができた。また、自分たちの暮らしている町について興味を持って見学し調べ

ることで、町の一員としての意識を高めることができた。 

（4 年）みんな楽しく、人も自分もしあわせになろう。をテーマに学習を進めた。他社理解を通して、人

とよりよく関わりあうことについて考えを深めることができた。 

（5 年）総合で地域の方に教えてもらう機会が多く、学ぶ中で自然と交流したり感謝したりすることが

できた。 

（6 年）音楽などの活動を通して、地域との活動で福祉に対する理解が深まった。平和学習では、自分

たちにできることを考えることができた。 


